
年間授業計画

高等学校 令和5年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

MOUSA１

3〇 〇 〇

【知識・技能】
・音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音型などの特徴及び構成上の特徴につ
いて、表したりイメージと関わらせて理解している。
・創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、反復、変化、対照などの手
法を活用して音楽をつくる技能を身に付け、創作で表している。
【思考・判断・表現】
リズム、旋律を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え、どのように音楽をつくるかについて表現意図を
もっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
コード進行のもつ働きや効果とメロディーとの関わりについて関心をもち、主体
的・協働的に創作の学習活動に取り組もうとしている。

5

〇 〇 〇 8

〇

〇 〇 〇 5

4

〇 6

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などの技能を身に付け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように歌うかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】

・曲想と手拍子や足踏み、コップや机などを打つ音色や奏法との関わりについて理解している。

・創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技

能、及び他者との調和を意識して演奏する技能を身に付け、器楽で表している。

【思考・判断・表現】

・音色、リズム、速度、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように演奏するかについて表現意

図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・曲想と手拍子や足踏み、コップや机などを打つ音色や奏法との関わり、及び他者との調和を意識

して演奏することに興味をもち、主体的・協働的に器楽の学習に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・曲想とリコーダーの音色や奏法との関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体
の使い方などの技能、及び他者との調和を意識して演奏する技能を身に付け、器
楽で表している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え、どのように演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想とリコーダーの音色や奏法との関わり、及びアーティキュレーションに関
心をもち、主体的・協働的に器楽の学習に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、他者との調和を意識して歌う技
能、及び合唱やヴォイス・アンサンブルなど表現形態の特徴を生かして歌う技能を身
に付け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよ
うに歌うかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり。合唱やヴォイス・アン
サンブルによる表現の特徴、及び各パートや指揮者の役割に関心をもち、主体的・協
働的に歌唱の学習に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴と文化的・歴史
的背景、他の芸術との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え
るとともに、曲や演奏に対する評価とその根拠について考え、音楽のよさや美し
さを自ら味わって聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴と文化的・歴史
的背景、他の芸術との関わりに関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習に取り
組もうとしている。

２
学
期

合唱やヴォイス・アンサンブルに
よる表現の特徴を理解するととも
に、それを生かして歌ったり、他
者との調和を意識して歌ったりす
る技能を身に付け、自己のイメー
ジをもって歌唱表現を創意工夫さ
せる。

曲の性格を捉え、それぞれにふさ
わしい表現になるよう工夫する。

〇

音のつなげ方やフレーズのまとま
り、重なりによる響きを理解する
とともに、反復、変化、対照など
の手法を活用してメロディーをつ
くる技能を身に付け、自己のイ
メージをもって創作表現を創意工
夫させる。

示されたコードやベースをもとに
メロディーをつくったり、パート
を重ねたりする。また、発展させ
たメロディーにコードを付ける。

〇

曲想や表現上の効果と音楽の構造
との関わりについて理解するとと
もに、曲や演奏に対する評価と根
拠について考え、音楽のよさを自
ら味わって聴かせる。

I.ストラヴィンスキーについて学
び、楽曲を鑑賞する。

〇

曲想と楽器の音色や奏法との関わ
りを理解するとともに、曲にふさ
わしい奏法、身体の使い方などの
技能を身に付け、自己のイメージ
をもって器楽表現を創意工夫させ
る。

4

〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
りを理解するとともに、曲にふさ
わしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、自
己のイメージをもって歌唱表現を
創意工夫させる。

曲種に応じたさまざまな発声の方
法について学び、それぞれの曲を
歌う。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

曲想と音色や奏法との関わりを理
解するとともに、曲にふさわしい
奏法、身体の使い方などの技能を
身に付け、他者と協働しながら自
己のイメージをもって歌唱表現や
器楽表現を創意工夫させる。

楽譜の正しい読み方や書き方を身
に付け、表現に生かすようにす
る。

曲想とリコーダーの音色や奏法と
の関わりを理解するとともに、曲
にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能を身に付け、自己のイ
メージをもって器楽表現を創意工
夫させる。

リコーダーの正しい奏法を身に付
け、曲を演奏する。

〇

大泉桜

（3組：舘　　　） （4組：舘　　　） （5組：舘　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅰ 2

（　組：　　　　）

3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

〇 〇 〇

〇

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

〇 〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

調絃や勘所の押さえ方など、三線
の正しい奏法を身に付け、曲を演
奏する。

〇

【知識・技能】

・曲想と和楽器の音色や奏法との関わり、及び和楽器を使った様々な形態による器楽表現の特徴について理解している。

・創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能を身に付け、器楽で表している。

・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりについて理解している。

【思考・判断・表現】

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ

いて考え、どのように演奏するかについて表現意図をもっている。

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ

いて考えるとともに、音楽表現の共通性や固有性について考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・曲想と和楽器の音色や奏法との関わり、及び和楽器を使った様々な表現に関心をもち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。

・和楽器やその作品と特徴、及びほかの楽器と比較した際の音楽表現共通性や固有性について関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。

〇 〇 〇

音素材、音を連ねたり重ねたりし
たときの響き、構成上の特徴につ
いて、表したいイメージと関わり
を理解するとともに、反復、変
化、対照などの手法を活用して音
楽をつくる技能を身に付け、共通

「虫のこえ」や「鳥たちの饗宴」
の例を参考にして、リズム・アン
サンブルをつくる。

〇

【知識・技能】
・音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、構成上の特徴について、表したい
イメージと関わらせて理解している。
・創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、反復、変化、対照などの手法を
活用して音楽をつくる技能を身に付け、創作で表している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよ
うに音楽をつくるかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇



5〇 〇

4

〇 〇

〇

〇

〇

【知識・技能】

・世界の諸民族の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりについて理解している。

・言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて理解している。

・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、アリランやヨーデルにふさわしい発声、言葉の発

音、身体の使い方などの技能を身に付け、歌唱で表している。

【思考・判断・表現】

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、音楽表現の共通性や固有性につい

て考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている。

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについて表現意図をもって

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・世界の諸民族の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わり、及び音楽表現の共通性や固有性に関心を

もち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

・言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりに関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組も

うとしている。

【知識・技能】

・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解している。

・創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方な

どの技能を身に付け、歌唱で表している。

・音楽の特徴と他の芸術との関わりについて理解している。

【思考・判断・表現】

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについて表現意図をもって

いる。

・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対する評価とその根拠

について考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとし

ている。

・音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとして

いる。

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽との構造との関わり、及び音楽の特徴と文化的・歴
史的背景との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚したこととの関わりについて考えるとともに、曲
や演奏に対する評価とその根拠について考え、音楽のよさや美しさを自ら味わっ
て聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、及び音楽の特徴と文化的・歴史
的背景との関わりに関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

〇

〇 〇 〇〇

３
学
期

曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
りを意識するとともに、曲にふさ
わしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、自
己のイメージをもって歌唱表現を
創意工夫させる。

物語のあらすじや歌詞の内容、登
場人物の心情をなどを理解し、曲
にふさわしい表現を工夫して歌
う。

〇

曲想や表現上の効果と音楽の構造
との関わり、音楽の特徴と文化
的・歴史的背景との関わりを理解
するとともに、曲や演奏に対する
評価と根拠について考え、音楽の
よさを自ら味わって聴かせる。

J.S.バッハについて学び、楽曲を
鑑賞する。

器楽アンサンブルによる表現の特
徴を理解するとともに、それを生
かして演奏したり、他者との調和
を意識して演奏したりする技能を
身に付け、自己のイメージをもっ
て器楽表現を創意工夫させる。

パートの役割を理解して、音色の
特徴を生かしながらアンサンブル
する。

〇

〇

世界の諸民族の音楽の特徴と文化
的・歴史的背景との関わりを理解
するとともに、曲にふさわしい発
声、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付け、音楽表現の
共通性や固有性について考え、音
楽のよさを自ら味わって聴いた
り、自己のイメージをもって歌唱
表現を創意工夫させる。

世界の諸民族の音楽について学
び、曲を鑑賞する。

合
計

54

2

【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、他者との調和を意識して演奏す
る技能、及び器楽アンサンブルの表現形態の特徴を生かして演奏する技能を身に付
け、器楽で表している。
【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのよ
うに演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わり、及び他者との調和や表現形態の特徴を生かし
て演奏することに関心をもち、主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 5

楽をつくる技能を身に付け、共通
のイメージをもって創作表現を創
意工夫させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、構成上の特徴、及び反復、変化、
対照などの手法を活用して音楽をつくる活動に関心をもち、主体的・協働的に創作の
学習活動に取り組もうとしている。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

大泉桜

（1組a：大原　） （1組b：舟橋　） （2組a.b：久保田　）（3組：瀬戸口　） （3.4組：吉村　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

表現する楽しさや喜びを味わい、技法の名称や
材料や用具の使い方、鑑賞の方法などを理解す
るとともに、表現に応じた技能で作品を制作す
ることができるようにする。

表現・鑑賞における自己の課題を発見し、合理
的な解決に向けて制作の取り組み方を工夫する
とともに、自己の考えたことを他者に伝えるこ
とができるようにする。

高校生の美術Ⅰ

芸術

 下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

 下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

美術Ⅰ

思 態

（5組：舟橋　　）

【学びに向かう力、人間性等】

制作に自主的に取り組むとともに、新たな見方
や考え方を大切にしようとする。自分の感じ方
や価値観に自覚的になるとともに、一人一人の
違いや思いを尊重し、互いに学び合おうとする
姿勢を身に着ける。

配
当
時
数

１
学
期

●自画像

【知識及び技能】
・基礎的な鉛筆の使い方を学ぶ
・デッサンの基本的な製作過程を理解する
・自分の顔、頭部をモチーフとして、普段見慣れたものを見つ
めなおす
・有機的な形のつながりや、自然な質感を捉える
【思考力、判断力、表現力等】
美術Ⅰの目標に準ずる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術Ⅰの目標に準ずる。

・鉛筆の削り方、持ち方
・構図
・陰影表現
・形体表現
・質感表現
・一人１台端末の活用　等

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

次の事項を評価規準とし、獲得状況に応じ採点を行う。
【知識及び技能】
　知識では、デザインにおける基本的な考え方や、レタリング技法について理解
できる。技能では、レタリング技法とアクリル絵の具の平塗り技法を用いてロゴ
デザインができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や他者の制作における課題や、課題解決に有効な技法等の選択について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　制作に自主的に取り組み、自身や他者の感じ方や考え方を大切にしながら、互
いに学び合おうとできる。学習成果を踏まえて、生涯にわたり美術を愛好する姿
勢を身に着けることが出来る。

〇 10

次の事項を評価規準とし、獲得状況に応じ採点を行う。
【知識及び技能】
　知識では、素描において用いられる技法や用具の名称や使い方を理解できる。
　技能では、鉛筆を用いて素描表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や他者の制作における課題や、課題の解決に有効な技法等の選択につい
て、自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　制作に自主的に取り組み、自身や他者の感じ方や考え方を大切にしながら、互
いに学び合おうとできる。学習成果を踏まえて、生涯にわたり美術を愛好する姿
勢を身に着けることが出来る。

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 12

12

次の事項を評価規準とし、獲得状況に応じ採点を行う。
【知識及び技能】
　知識では、絵本製作における内容構成や技法、用具の名称や使い方を理解でき
る。技能では、テーマに沿って画面を構成し、アクリル絵の具等を用いて自身が
狙った表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や他者の制作における課題や、課題解決に有効な技法等の選択について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　制作に自主的に取り組み、自身や他者の感じ方や考え方を大切にしながら、互
いに学び合おうとできる。学習成果を踏まえて、生涯にわたり美術を愛好する姿
勢を身に着けることが出来る。

〇

次の事項を評価規準とし、獲得状況に応じ採点を行う。
【知識及び技能】
　知識では、デザインがもたらす効果や、それらの使い方を理解できる。
　技能では、オリジナルのキャラクターをデザインし、石粉粘土で立体表現する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や他者の制作における課題や、課題解決に有効な技法等の選択について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　制作に自主的に取り組み、自身や他者の感じ方や考え方を大切にしながら、互
いに学び合おうとできる。学習成果を踏まえて、生涯にわたり美術を愛好する姿
勢を身に着けることが出来る。

〇 〇 〇

合
計

54

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

次の事項を評価規準とし、獲得状況に応じ採点を行う。
【知識及び技能】
　知識では、絵画分野における構図や技法、用具の名称や使い方を理解できる.
技能では、アクリル絵の具等を用いて絵画表現（模写する絵画のタッチや色彩の
再現）ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や他者の制作における課題や、課題解決に有効な技法等の選択について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　制作に自主的に取り組み、自身や他者の感じ方や考え方を大切にしながら、互
いに学び合おうとできる。学習成果を踏まえて、生涯にわたり美術を愛好する姿
勢を身に着けることが出来る。

〇 〇 〇 10

10

●ロゴデザイン

【知識及び技能】
・基礎的なデザインの考え方を学ぶ
・デザインの基本的な製作過程を理解する
・レタリング技法を用いて文字の形を描画できる
・基礎的な色彩のイメージや配色の効果について学ぶ
・アクリル絵の具の平塗り技法を身に着ける
【思考力、判断力、表現力等】
美術Ⅰの目標に準ずる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術Ⅰの目標に準ずる。

・デザインの目的
・レタリング技法
・アクリル絵の具の混色・塗り
・構図
・色彩イメージ、配色
・一人１台端末の活用　等

〇

 下記の事項を身に付けることができるよう指導する。

美術Ⅰ芸術

２
学
期

●絵画模写

【知識及び技能】
・基礎的な絵画の歴史、捉え方を学ぶ
・絵画作品の基本的な製作過程を理解する
・アクリル絵の具を用いて絵画作品を模写できる
・絵の具による陰影や形体、質感の表現を学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
美術Ⅰの目標に準ずる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術Ⅰの目標に準ずる。

・絵画表現
（絵の具による陰影や形体、質感
の表現）
・絵画鑑賞
・構図
・一人１台端末の活用　等

〇

●キャラクターデザイン

【知識及び技能】
・デザインのもたらす効果について学ぶ
・キャラクターの基本的な製作過程を理解する
・石粉粘土を用いて粘土塑像できる
【思考力、判断力、表現力等】
美術Ⅰの目標に準ずる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術Ⅰの目標に準ずる。

・デザインがもたらす効果
・デフォルメ
・立体造形（粘土塑像）
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

３
学
期

●絵本製作

【知識及び技能】
・ストーリー性のある絵画表現について、わかりやすく、効果
的な画面構成を考える
・描画技法についてはそのいくつかを試し、伝えたいイメージ
に合ったものを選択できるようにする
・一つのまとまりのある作品として制作する
【思考力、判断力、表現力等】
美術Ⅰの目標に準ずる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術Ⅰの目標に準ずる。

・画面構成
・テーマに合った表現
・一人１台端末の活用　等

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

行書の古典の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。

行書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技能、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

 仮名漢字の伝来から仮名の成立に至
る過程で段階的に発生した仮名の種
類を理解する。

文字の造形を学ぶ【行書】
蘭亭序
蘭亭序とは
受け継がれてきた蘭亭序
巻末折込「蘭亭序」
［コラム］印でわかる古典の真価
争坐位文稿

風信帖

三筆・三跡の書
仮名の成立と種類

行書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
行書の古典の価値とその根拠について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。　　　　　　　仮名
の線質や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解している。

（　3組：秋元　　　　）（4組：秋元　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現方法や形式、多様性などについて幅広
く理解するとともに、書写能力の向上を図り、
書の伝統に基づき、効果的に表現するための基
礎的な技能を身につけるようにする。

書の美しさを感受し、意図に基づいて構想し表
現したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値
を考え、書の美を味わい捉えたりすることがで
きるようになる。

書Ⅰ　光村図書

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

2

書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校の国語科書写で学習した内容を理解してい
る。

○ ○ 2○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

・書道の三分野と、臨書・鑑賞・創
作の学習方法を理解する。
・小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る。

書道で学習すること・書写から書
道へ

○ 〇 〇

・日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化、漢字の書体の変遷、各書体
に特有の字形や線質の特徴について
理解する。
・漢字の古典の価値と根拠について
考え、書のよさや美しさを味わって
捉える。・漢字の書体の変遷や、そ
の背景にある歴史や文化に関心をも
つ

漢字の変遷と様々な書体

〇

思 態

配
当
時
数

知

4

〇

仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質や字形を生かした表現をするための
技能を身につけている。　　　　　　主体的
に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取り組
もうとしている。

○

〇 ○ ○ ○

○

○ ○ 6

〇

漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、
全体の構成、目的や用途に即した表現形式、
意図に基づいた表現、名筆を生かした表現や
現代に生きる表現について構想し工夫してい
る。
創造された作品の価値とその根拠、生活や社
会における書の効用について考え、書のよさ
や美しさを味わって捉えている。　　主体的
に漢字仮名交じりの書の幅広い表現の学習活
動に取り組もうとしている。

10

合
計

60

8〇

〇 ○ ○ ○ 18

○

10

○ ○

〇

楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
楷書の古典の価値とその根拠について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。
構成を考えながら臨書作品の創作ができる。

○

漢字仮名交じりの書とは
心に響く言葉を書く

 創作する
好きな言葉を書こう
あなたは、どの書が好き？
表現の幅を広げよう

〇

○ ○

書道Ⅰ芸術

○ ○

〇

〇

（　組：　　　　）

〇

○ ○

〇

牛橛造像記
巻末折込龍門二十品
古典の臨書

３
学
期

仮名の字源の理解と古典に基づいた
用筆を理解する

文字の造形を学ぶ仮名
仮名の筆使い　平仮名　変体仮名
蓬萊切

【 知　識　及　び　技　能 】

漢字仮名交じりの書の特徴を理解す
る。漢字仮名交じりの書の作例を鑑
賞し、漢字と仮名の調和や自由な紙
面構成などの表現の特徴を確認す

 る。②書く言葉を決め、表現のイ
メージを明確にもつ。

 ③古典や古筆の学習を通して習得し
た知識・技能を生かし、書体・書
風、紙面構成、用具・用材などの観
点で作品の構想を練る。

 ④試作を重ね、表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

 ⑤作品を鑑賞し合い、学習の成果を
交流する。

２
学
期

〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

楷書の古典の書体や書風と用筆・運
筆との関わりについて理解する。楷
書の古典に基づく基本的な用筆・運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける。臨書作品の
制作

○

唐の四大家に学ぶ楷書の基本
孔子廟堂碑
九成宮醴泉銘
雁塔聖教序
顔氏家廟碑。

〇

漢字には五つの書体があることを理解する。
それぞれの書体の成立過程と、その歴史的背
景、字形や線質の特徴を理解する

○

１
学
期

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に幅広い活動に取り組み、生涯にわたり
書を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 3

18

3

○

○

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、読むこと・書くことについて、
CEFRA1相当の知識・技能があり、判断が
できる。

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、聞くこと・話すことについてCEFRA1
相当の知識・技能があり、判断ができ
る。

3○ ○

○

○

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・JETの活用

〇 〇

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、聞くこと・話すことについてCEFRA1
相当の知識・技能があり、判断ができ
る。

○

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、読むこと・書くことについて、
CEFRA1相当の知識・技能があり、判断が
できる。

○ ○ ○ 18

10

3

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、聞くこと・話すことについてCEFRA1
相当の知識・技能があり、判断ができ
る。

○

○

○

○ ○

○

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、読むこと・書くことについて、
CEFRA1相当の知識・技能があり、判断が
できる。

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、聞くこと・話すことについてCEFRA1
相当の知識・技能があり、判断ができ
る。

積極的にコミュニケーションをとろうとする
姿勢の醸成

〇

〇

〇

○

1

〇

○

○

○

配
当
時
数

思評価規準

○ ○

○ ○

〇 ○

1

〇 〇

○

○

○ ○

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、読むこと・書くことについて、
CEFRA1相当の知識・技能があり、判断が
できる。

12

2
学
期

定期考査

C 単元
【知識及び技能】
　分詞・比較の文法上の役割
【思考力、判断力、表現力等】
まとまりのある内容を聞き取る
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
分詞・比較
・教材
MY WAY English Communication
・一人１台端末の活用 〇 ○

・指導事項
・教材
・JETの活用

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
自分の意図を相手に伝える

定期考査

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
自分の意図を相手に伝える

・指導事項
・教材
・JETの活用

〇

A 単元
【知識及び技能】
　完了形・関係詞の文法上の役割
【思考力、判断力、表現力等】
テーマに関する聞き取り
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
完了形・関係詞
・教材
MY WAY English Communication
・一人１台端末の活用 ○ 〇

C 単元
【知識及び技能】
　助動詞・受け身の文法上の役割
【思考力、判断力、表現力等】
まとまりのある内容を聞き取る
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
助動詞・受け身・動名詞・不定詞
・教材
MY WAY English Communication
・一人１台端末の活用

定期考査

外国語 0 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　時制の文法上の役割
【思考力、判断力、表現力等】
相手の意をくみ取る聞き取り
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
時制
・教材
MY WAY English Communication
・一人１台端末の活用 ○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

CEFRA1レベルの語彙表現の定着 CEFRA1レベルのコミュニケーションの
基礎を作る

MY WAY English Communication, Zoom総合英語、VALUE1400

外国語

0

大泉桜

 （1組：平賀・横山）（２組：平賀・丹野）（３組：丹野・横山）（４組：丹野・横山）（５組：横山・平賀）

知

【学びに向かう力、人間性等】

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
自分の意図を相手に伝える

・指導事項
・教材
・JETの活用

〇

身に着けた知識を相手に伝えることができる。

積極的に英語を使う姿を身に着ける。

態

【 知　識　及　び　技　能 】文法や単語など長文を読むうえでの必要な知識を身に着ける。

外国語

1



【学びに向かう力、人間性等】
自分の意図を相手に伝える



1定期考査

○ ○
合
計

94

３
学
期

○ ○ 16

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
自分の意図を相手に伝える

・指導事項
・教材
・JETの活用

〇 〇

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、聞くこと・話すことについてCEFRA1
相当の知識・技能があり、判断ができ
る。

○ ○ ○ 3

C 単元
【知識及び技能】
　仮定法の文法上の役割
【思考力、判断力、表現力等】
まとまりのある内容を聞き取る
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
仮定法
・教材
MY WAY English Communication
・一人１台端末の活用 〇 ○

定期考査
○

・積極的なコミュニケーションを通じ
て、読むこと・書くことについて、
CEFRA1相当の知識・技能があり、判断が
できる。

○

○ 1

自分の意図を相手に伝える



年間授業計画

大泉桜高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ

（1組：山田） （2組：山田） （3組：山田） （4組：山田）

情報 情報Ⅰ 2

情報を活用し問題を発見・解決する方法の技能を習得し、情報社会と人との関わりについて理解を深める。

（5組：山田）

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

【情報Ⅰ713】高等学校　情報Ⅰ　第一学習社

情報

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 23

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

合計

○ 1

○ ○

○ ○ 1

○

○ ○ 1

○ 20

12

定期考査
○

１
学
期

A 情報社会の問題解決
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】情報やﾒﾃﾞｨｱの特性を踏まえ、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法を身に
付ける。情報に関する法規や制度、情報ｾｷｭﾘﾃｨの重要
性、情報社会における個人の責任及び情報ﾓﾗﾙについて
理解する。情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす
影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、
情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発
見・解決する方法について考える。情報に関する法規
や制度及びﾏﾅｰの意義、情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報ﾓﾗﾙなどについて、それらの背景を科
学的に捉え、考察する。情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】情報やﾒﾃﾞｨｱの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を発見・解決する方法を身に付ける。情
報に関する法規や制度、情報ｾｷｭﾘﾃｨの重要性、情報社会にお
ける個人の責任及び情報ﾓﾗﾙについて理解する。情報技術が
人や社会に果たす役割と及ぼす影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法について考える。情報に関する法規や制度及びﾏﾅｰの意
義、情報社会において個人の果たす役割や責任、情報ﾓﾗﾙな
どについて、それらの背景を科学的に捉え、考察する。情報
と情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会の構
築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活用
するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

○

D 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの仕組みや構成要
素、ﾌﾟﾛﾄｺﾙの役割及び情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保するための方
法や技術について理解すること。ﾃﾞｰﾀを蓄積、管理、
提供する方法、情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを介して情報ｼｽﾃﾑがｻｰ
ﾋﾞｽを提供する仕組みと特徴について理解すること。
ﾃﾞｰﾀを表現、蓄積するための表し方と、ﾃﾞｰﾀを収集、
整理、分析する方法について理解し技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸにおける必要な構成要素を選択すると
ともに、情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保する方法について考えるこ
と。情報ｼｽﾃﾑが提供するｻｰﾋﾞｽの効果的な活用について
考えること。ﾃﾞｰﾀの収集、整理、分析及び結果の表現
の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの仕組みや構成要素、ﾌﾟﾛﾄ
ｺﾙの役割及び情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保するための方法や技術につい
て理解すること。ﾃﾞｰﾀを蓄積、管理、提供する方法、情報通
信ﾈｯﾄﾜｰｸを介して情報ｼｽﾃﾑがｻｰﾋﾞｽを提供する仕組みと特徴
について理解すること。ﾃﾞｰﾀを表現、蓄積するための表し方
と、ﾃﾞｰﾀを収集、整理、分析する方法について理解し技能を
身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、情報通
信ﾈｯﾄﾜｰｸにおける必要な構成要素を選択するとともに、情報
ｾｷｭﾘﾃｨを確保する方法について考えること。情報ｼｽﾃﾑが提供
するｻｰﾋﾞｽの効果的な活用について考えること。ﾃﾞｰﾀの収
集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択し、実行
し、評価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活用
するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

○ ○

定期考査
○

○ ○ ○ 12

２
学
期

３
学
期

B ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】ﾒﾃﾞｨｱの特性とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の特徴
について、その変遷も踏まえて科学的に理解するこ
と。情報ﾃﾞｻﾞｲﾝが人や社会に果たしている役割を理解
すること。効果的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ
の考え方や方法を理解し表現する技能を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】ﾒﾃﾞｨｱとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段
の関係を科学的に捉え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的を明確にして、
適切かつ効果的な情報ﾃﾞｻﾞｲﾝを考えること。効果的なｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法に基
づいて表現し、評価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

C ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀや外部装置の仕組みや特徴、
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀでの情報の内部表現と計算に関する限界につい
て理解すること。ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを表現する手段、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞによってｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用する方法に
ついて理解し技能を身に付けること。社会や自然など
における事象をﾓﾃﾞﾙ化する方法、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを通してﾓﾃﾞ
ﾙを評価し改善する方法について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで扱われる情報
の特徴とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの能力との関係について考察するこ
と。目的に応じたｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考え適切な方法で表現
し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｳgによりｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用
するとともに、その過程を評価し改善すること。目的
に応じたﾓﾃﾞﾙ化やｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを適切に行うとともに、そ
の結果を踏まえて問題の適切な解決方法を考えるこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】ﾒﾃﾞｨｱの特性とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の特徴につい
て、その変遷も踏まえて科学的に理解すること。情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ
が人や社会に果たしている役割を理解すること。効果的なｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法を理解し表
現する技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】ﾒﾃﾞｨｱとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の関係
を科学的に捉え、それらを目的や状況に応じて適切に選択す
ること。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的を明確にして、適切かつ効果的な
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝを考えること。効果的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための
情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法に基づいて表現し、評価し改善す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活用
するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀや外部装置の仕組みや特徴、ｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀでの情報の内部表現と計算に関する限界について理解
すること。ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを表現する手段、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによってｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用する方法について理解し技能
を身に付けること。社会や自然などにおける事象をﾓﾃﾞﾙ化す
る方法、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを通してﾓﾃﾞﾙを評価し改善する方法につい
て理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで扱われる情報の特
徴とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの能力との関係について考察すること。目的に
応じたｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考え適切な方法で表現し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｳgによ
りｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用するとともに、その過程
を評価し改善すること。目的に応じたﾓﾃﾞﾙ化やｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを適
切に行うとともに、その結果を踏まえて問題の適切な解決方
法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活用
するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

○

定期考査
○
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年間授業計画

大泉桜高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

キャリアガイダンスⅠ キャリアガイダンスⅠ

（１組：瀬戸口） （２組：三田） （３組：平賀） （4組：町田）

キャリアガイダンスⅠ キャリアガイダンスⅠ 2

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

（5組：菊地敦） （　組：　　　　）

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むこ
とによって、人間としての在り方生き方に対す
る自覚を深め、自己の生き方を充実させようと
する態度と、互いのよさを生かしながら、社会
の一員であることを自覚し、よりより社会を実

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

予測できない社会の変化や新しい課題に対応す
るため、主体的に自己や社会の課題を発見し、
解決に向けて必要な知識及び技能を身に付け
る。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択す
ることができるよう、自己と社会との関わりか
ら課題を見いだし、情報を集め、整理・分析し
て、多面的・多角的に考察する力や、考察した
ことを効果的に説明したり、それらを基に議論

なし

キャリアガイダンスⅠ

実社会や実生活と自己の関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

キャリアガイダンスⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

３
学
期

２
学
期

合計

35

【知識及び技能】予測できない社会の変
化や新しい課題に対応するため、主体的
に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現
実に照らし、よりよい生き方を選択する
ことができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察す
る力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体
験活動に主体的・協働的に取り組むこと
によって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生
かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする
態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を行
う。
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
Classi・ポートフォリオの使い方指導
自らの進路について考える
キャリアパスポートの指導
スタディサポートガイダンス
分野別進路ガイダンス

・実力テスト

・進路講演会、講義、考察、等を
行い、指導目標について指導す
る。

・一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評
価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や
新しい課題に対応するため、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に
照らし、よりよい生き方を選択することがで
きるよう、自己と社会との関わりから課題を
見いだし、情報を集め、整理・分析して、多
面的・多角的に考察する力や、考察したこと
を効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活
動に主体的・協働的に取り組むことによっ
て、人間としての在り方生き方に対する自覚
を深め、自己の生き方を充実させようとする
態度と、互いのよさを生かしながら、社会の
一員であることを自覚し、よりより社会を実
現しようとする態度を養う。

〇 〇 〇 14

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新
しい課題に対応するため、主体的に自己や社会
の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照
らし、よりよい生き方を選択することができる
よう、自己と社会との関わりから課題を見いだ
し、情報を集め、整理・分析して、多面的・多
角的に考察する力や、考察したことを効果的に
説明したり、それらを基に議論したりする力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動
に主体的・協働的に取り組むことによって、人
間としての在り方生き方に対する自覚を深め、
自己の生き方を充実させようとする態度と、互
いのよさを生かしながら、社会の一員であるこ
とを自覚し、よりより社会を実現しようとする
態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を行う。
キャリアパスポートによる個人のまとめ
1年間の振返り
体験型進路ガイダンス
総合発表会
卒業生進路体験発表会

7

〇 〇 〇

・講演、個人による活動、ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾜｰｸ、考察、発表、等を行い、指導
目標について指導する。
・ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教材とす
る。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準
とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を
発見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照ら
し、よりよい生き方を選択することができるよう、
自己と社会との関わりから課題を見いだし、情報を
集め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する
力や、考察したことを効果的に説明したり、それら
を基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主
体的・協働的に取り組むことによって、人間として
の在り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方
を充実させようとする態度と、互いのよさを生かし
ながら、社会の一員であることを自覚し、よりより
社会を実現しようとする態度を養う。

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新
しい課題に対応するため、主体的に自己や社会
の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照
らし、よりよい生き方を選択することができる
よう、自己と社会との関わりから課題を見いだ
し、情報を集め、整理・分析して、多面的・多
角的に考察する力や、考察したことを効果的に
説明したり、それらを基に議論したりする力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動
に主体的・協働的に取り組むことによって、人
間としての在り方生き方に対する自覚を深め、
自己の生き方を充実させようとする態度と、互
いのよさを生かしながら、社会の一員であるこ
とを自覚し、よりより社会を実現しようとする
態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を行う。
履修選択の指導
自らの進路について外部講師による講演
フューチャーライブ
トーキョー学生図鑑のオープンキャンパス
進路先について考える。
分野別進路ガイダンス

・講義、講演、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察等
を行い、指導目標について指導す
る。
・ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教材とす
る。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準
とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を
発見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照ら
し、よりよい生き方を選択することができるよう、
自己と社会との関わりから課題を見いだし、情報を
集め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する
力や、考察したことを効果的に説明したり、それら
を基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主
体的・協働的に取り組むことによって、人間として
の在り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方
を充実させようとする態度と、互いのよさを生かし
ながら、社会の一員であることを自覚し、よりより
社会を実現しようとする態度を養う。

14〇 〇 〇



年間授業計画

大泉桜高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

体
験
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク

ま
と
め

B 体験グループワーク

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を体験グループワー
クとして行う。
人間関係を築く
支えあう社会
地域社会を築く
働くことの意義
国際平和を築く
お金の意義
ワーク・ライフ・バランス

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

C まとめ

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目をまとめとして行
う。
体験グループワークを行って
個人でのまとめ
グループでのまとめ
発表
人間と社会を行って

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

○

事
前
学
習

A 事前学習

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を事前学習として行
う。
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
自らの生き方を考える
福祉について外部講師による指導
国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについて外部講師による指導
防災について考える
役割と責任を考える

・講義、演習、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、
等を行い、指導目標について指導
する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、を教材とす
る。
・一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

合計

○ ○

○ 2

27

○

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ ○

野田、佐々木巧、佐々木直、内田、前澤、南口、阿部愛、井上孝、井上義、下尾

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことによって、人間
としての在り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、社会の一員
であることを自覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

予測できない社会の変化や新しい課題に対応す
るため、主体的に自己や社会の課題を発見し、
解決に向けて必要な知識及び技能を身に付け
る。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択することができるよ
う、自己と社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

総合的な探究の時間

実社会や実生活と自己の関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

総合的な探究の時間 人間と社会
総合的な探究の時間 人間と社会 2
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年間授業計画

大泉桜高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

体
験
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク

ま
と
め

B 体験グループワーク

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を体験グループワー
クとして行う。
人間関係を築く
支えあう社会
地域社会を築く
働くことの意義
国際平和を築く
お金の意義
ワーク・ライフ・バランス

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

C まとめ

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目をまとめとして行
う。
体験グループワークを行って
個人でのまとめ
グループでのまとめ
発表
人間と社会を行って

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。
・学校据え置きのPCも使用する。
一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

○

事
前
学
習

A 事前学習

【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課
題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見
し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、
よりよい生き方を選択することができるよう、自己と
社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察
したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体
的・協働的に取り組むことによって、人間としての在
り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、
社会の一員であることを自覚し、よりより社会を実現
しようとする態度を養う。

上記を指導目標とし、以下の項目を事前学習として行
う。
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
自らの生き方を考える
福祉について外部講師による指導
国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについて外部講師による指導
防災について考える
役割と責任を考える

・講義、演習、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、
等を行い、指導目標について指導
する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、を教材とす
る。
・一人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とする。
【知識及び技能】予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】社会的現実に照らし、よりよ
い生き方を選択することができるよう、自己と社会との関わ
りから課題を見いだし、情報を集め、整理・分析して、多面
的・多角的に考察する力や、考察したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】演習や体験活動に主体的・協
働的に取り組むことによって、人間としての在り方生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、互いのよさを生かしながら、社会の一員であることを自
覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養う。

合計

○ ○

○ 2

27

○

○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ ○

野田、佐々木巧、佐々木直、内田、前澤、南口、阿部愛、井上孝、井上義、下尾

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むことによって、人間
としての在り方生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、互いのよさを生かしながら、社会の一員
であることを自覚し、よりより社会を実現しようとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

予測できない社会の変化や新しい課題に対応す
るため、主体的に自己や社会の課題を発見し、
解決に向けて必要な知識及び技能を身に付け
る。

社会的現実に照らし、よりよい生き方を選択することができるよ
う、自己と社会との関わりから課題を見いだし、情報を集め、整
理・分析して、多面的・多角的に考察する力や、考察したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

総合的な探究の時間

実社会や実生活と自己の関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

総合的な探究の時間 人間と社会
総合的な探究の時間 人間と社会 2
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